
《璃
i
f
1
i
1
c
a
〉
〉
に
見
る
書
写
水
準

C
a
l
l
i
g
r
a
p
h
i
c
　
s
t
a
n
d
a
r
d
s
　
s
e
e
n
　
i
n
　
t
h
e
　
T
h
r
e
e
　
D
i
a
o
s
h
e
n
g
　
V
e
s
s
e
l
s

角
　
田
　
健
　
一

　

K
e
n
i
c
h
i
　
T
s
u
n
o
d
a

1
《
瑠
生
三
器
》
に
つ
い
て

　
＜
＜
五
年
瑚
生
篁
》
、
＜
＜
六
年
調
生
篁
》
、
＜
＜
五
年
瑚
生
尊
》
の
三
器
を
総
称
し
て

《
珊
生

三
器
》
と
呼
ば
れ
る
。
1
1
1
z
z
の
う
ち
二
器
の
《
五
年
調
生
篁
》
、
＜
＜
六
年

調
生

基
》
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
伝
世
の
器
で
、
既
に
多
く
の
釈
読
も
な

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
近
年
新
た
に
二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
《
五
年
璃
生

尊
》
（
『
文
物
』
1
1
0
0
七
’
八
）
が
陳
西
省
扶
風
縣
城
關
鎮
五
郡
西
村
よ
り
発

掘

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
前
掲
の
発
掘
報
告
か
ら
す
ぐ
に
李
学
勤
「
調
生

諸
器
銘
文
聯
読
研
究
」
な
ど
も
同
誌
に
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
皮

切

り
に
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
断
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

が
、
概
ね
西
周
晩
期
の
属
王
、
共
和
、
あ
る
い
は
宣
王
期
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
新
出
の
《
五
年
調
生
尊
》
の
釈
読
が
過
熱
し

た

の

は
、
①
《
五
年
珊
生
篁
》
、
＜
＜
六
年
調
生
墓
》
の
両
器
が
銘
文
の
形
式
化
が

進
ん
だ

こ
の
時
期
と
し
て
は
、
稀
に
見
る
難
読
の
銘
文
で
あ
っ
た
こ
と
。
②
新

た
に
発
見
さ
れ
た
《
五
年
調
生
尊
》
が
く
く
五
年
璃
生
篁
》
、
＜
＜
六
年
調
生
篁
》
の

内
容
を
補
足
・
包
括
す
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
《
五

年
璃
生
篁
》
、
＜
＜
六
年
璃
生
盤
》
の
両
器
は
考
古
学
的
発
掘
で
は
な
い
。
よ
っ
て

既
に

多
く
の
研
究
者
が
考
釈
を
試
み
て
は
い
た
が
、
三
者
三
様
の
様
相
を
き
た

し
て
お
り
、
こ
れ
と
い
っ
た
通
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

林
渓

「
調
生
段
新
繹
」
＊
1
に
よ
っ
て
《
五
年
調
生
篁
》
、
＜
＜
六
年
調
生
篁
》
両

器
の

内
容
が
連
続
し
て
い
る
と
い
う
新
説
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
1
つ
の
区
切

り
と
な
っ
た
が
、
《
五
年
璃
生
尊
》
発
掘
後
に
お
い
て
も
隷
定
の
差
異
な
ど
の

問
題
を
含
み
、
未
だ
定
説
を
見
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
《
調
生
三
器
〉
〉

の

釈
読

関
連
の
内
容
は
、
特
に
中
国
の
論
文
も
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
が
日
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本
で
は

木
村
秀
海

「調
生
三

器
稗
讃
」
＊
2
に
詳
し
い
o

　
《
璃
生
三
器
》
で
は
上
述
の
よ
う
に
内
容
的
に
複
雑
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る

が
、
本
論
考
で
は
殊
に
そ
の
書
法
的
側
面
に
嘱
目
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
先
行

研
究
と
は
ま
た
異
な
っ
た
視
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
。
主
に
《
調
生
三
器
》
の

銘
文
内
容
と
そ
の
銘
文
書
写
・
水
準
の
あ
り
方
を
一
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

”
　
書
写
・
書
法
上
の
問
題

　
《
璃
生
1
i
l
s
e
〉
〉
　
g
内
容
と
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
《
五
年
瑚
生
箆
》
、
＜
＜
六

年
璃
生
箆
》
両
器
の
内
容
が
”
連
続
し
て
い
る
”
と
さ
れ
る
点
、
そ
し
て
く
く
五

年
調
生
尊
》
が
こ
の
両
器
の
内
容
に
深
く
関
連
し
、
極
め
て
制
作
年
代
が
近
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
伝
世
の
《
五
年
調
生
墓
》
、
＜
＜
六
年
調
生
篁
》
は

少
な
く
と
も
林
氏
の
新
説
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
内
容

と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
結
果
と
し
て
こ
れ
が
難
読
と
さ
れ
て
き
た
一
因
で

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
鐘
を
除
け
ば
基
本
的
に
複
数
器
に
分
け
て
銘
文
が
鋳
込
ま

れ

る
、
と
い
う
前
提
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
る
。

　
私
は

予
て

か
ら
《
五
年
調
生
篁
》
、
＜
＜
六
年
調
生
盤
》
の
釈
読
の
問
題
を
一
旦

切

り
離
し
た
視
点
、
つ
ま
り
書
写
、
書
法
と
い
う
視
点
で
注
目
し
て
い
た
O
そ

れ
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・

－
　
＜
＜
五
年
璃
生
篁
》
《
六
年
調
生
篁
》
に
共
通
し
た
特
殊
な
布
置
章
法

：

＝
　
＜
＜
五
年
珊
生
尊
》
二
器
の
文
字
構
造
の
差
異

IN
書
法
上
特
殊
な
銘
p
t
　
＜
＜
六
年
調
生
篁
》

　
’
－
　
＜
＜
五
年
璃
生
篁
》
、
＜
＜
六
年
調
生
箆
》
両
器
を
図
1
・
2
に
示
し
た
い
。
文

字
そ
の
も
の
の
差
異
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
今
問
題
と
し
た
い
の
は
布
置

章
法
で
あ
る
。
西
周
金
文
で
は
普
遍
的
に
最
終
行
な
い
し
途
中
で
字
数
を
調
整

し
、
最
終
行
末
を
揃
え
る
意
識
が
働
い
て
い
る
。
例
え
ば
《
調
生
三
器
》
の
う

ち
《
五
年
調
生
尊
》
図
3
・
4
を
見
る
と
、
通
常
の
行
は
全
て
八
字
を
配
し
て

い

る
の
に
対
し
、
最
終
行
は
い
ず
れ
も
七
字
。
《
甲
》
で
は
「
召
」
字
を
拡
大
さ

せ
更
に

字
間
も
広
く
取
る
こ
と
で
調
整
し
、
ま
た
《
N
］
　
〉
〉
で
は
極
端
に
「
亟
」

字
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
明
ら
か
に
文
末
を
他
の
最
終
列
と
揃
え
よ
う
と
意

識

し
て
い
る
。
結
果
的
に
完
全
に
揃
わ
な
い
に
し
て
も
、
文
末
を
他
行
と
揃
え

る
”
書
写
意
識
”
は
ど
の
銘
に
も
現
れ
る
の
が
西
周
金
文
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
西
周
の
書
写
者
・
製
作
者
ら
の
一
種
の
美
意
識
と
も
取
れ
る
が
、

1
方
で
　
＜
＜
五
年
璃
生
箆
》
、
＜
＜
六
年
調
生
盤
》
の
最
終
行
に
注
目
す
る
と
《
五
年

調
生
箆
》
で
は
四
字
、
《
六
年
璃
生
篁
》
で
は
1
1
1
字
と
、
か
な
り
中
途
半
端
な

状
態
で
終
わ
っ
て
い
て
、
西
周
金
文
の
普
遍
的
な
書
写
意
識
が
無
視
さ
れ
て
い

る
。
い
わ
ば
こ
の
両
器
は
揃
っ
て
稀
な
例
な
の
で
あ
っ
て
、
逆
説
的
に
言
え
ば

両
器
は
明
白
な
共
通
点
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
林
氏
の
新
説
、

つ
ま
り
内
容
的
な
共
通
点
を
書
写
面
で
も
補
う
形
と
な
っ
て
い
る
。
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e
c
　
r
v権
返
残
茂
ψ
鷹

図
2姦鷲
斑
慈
、
憲
滋
癒
．
墨
誘

　

五
璃
生
は
《
六
年
凋
生
纂
》
で
「
事
召
人
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
召
公

を
「
朕
烈
且
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
し
て
召
公
爽
の
系
譜
で
あ
る
。
前
掲
の
李
氏

ら
先
行
研
究
で
も
散
見
さ
れ
る
通
り
直
系
で
は
な
く
分
族
で
あ
る
が
＊
3
、

《
師
賛
藍
》
に
「
宰
瑚
生
入
右
師
澄
」
と
あ
っ
て
宰
の
官
と
し
て
仕
え
て
い
た

有
力
者
で
あ
っ
た
．
．
加
え
て
《
璃
生
商
》
に
は
「
瑚
生
作
文
考
完
仲
尊
隔
」
と

し
自
ら
父
に
対
し
て
作
器
す
る
だ
け
の
力
も
有
し
て
い
た
．
。
《
璃
生
三
器
》
は
、

召
　
族
の
君
氏
（
宗
君
）
の
退
隠
に
伴
う
本
家
の
召
伯
虎
と
、
分
族
で
あ
る
覇

生

の
分
室

に
つ
い
て
そ
の
配
分
と
経
緯
を
中
心
に
語
ら
れ
て
い
る
．
、

　
《
稠
生
三
器
》
を
除
v
　
r
e
s
　
j
関
連
の
器
を
見
て
み
る
と
、
《
函
皇
父
箆
》
が

あ
る
．
、
銘
の
は
じ
め
に
は
r
函
皇
父
作
珊
転
盤
盃
尊
器
」
と
あ
っ
て
、
弱
は
も

と
転
姓
と
さ
れ
て
い
る
。
《
函
皇
父
緩
》
は
筒
文
の
銘
が
三
器
、
内
一
器
は
口

本
の
天
理
参
考
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
壁
内
図
5
と
蓋
図
6
に
銘
が
鋳
込
ま

れ
て

い

る
。
共
通
し
て
両
銘
に
は
列
を
揃
え
る
意
識
が
な
い
．
、
西
周
晩
期
で
か

2
二
四
字
と
い
う
字
数
を
考
え
て
も
特
殊
な
類
で
、
拙
論
「
罫
線
を
有
す
る
青

銅
器
銘
文
の
一
考
察
」
＊
4
で
示
し
た
通
り
、
通
常
晩
期
の
銘
は
縦
横
に
罫
線

を
引
い
て
書
写
す
る
た
め
、
本
来
は
列
へ
の
意
識
が
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
、

　
粗
違
点
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
↑
）
銘
文
の
太
細
、
②
文
字
の
傾
き
、
③
文
字
の

大
小
と
い
っ
た
部
分
が
挙
げ
ら
れ
る
．
．
器
蓋
の
閨
係
で
は
比
較
的
雰
囲
気
に
差

が

あ
る
器
で
、
書
き
ぶ
り
は
僅
か
に
異
な
る
点
も
あ
る
が
、
概
ね
線
の
太
細
の

み

が
全
体
の
印
象
の
違
い
に
強
く
影
響
し
て
い
て
、
案
外
共
通
す
る
文
字
構
造
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図
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
W
タ
、
き
メ
、
づ
没
去

灘
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
ヰ
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
　
　
　
　
　
ベ
げ
く

薩
峯
咋
態
憩
灘
携
癬
薦
・

竃
患
轟
轡
β
興
鯵
ヂ
弐
工

鯖
勲
爾
竃
？
難
漁
爵
熱

』

鍵
せ
．
墜
◎
ア
ぬ
衷
馨
繍
担

　
　
　
　
．
・
鋪
　
　
　
　
　
∵
　
了
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

や
書
き
ぶ
り
も
多
く
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
　
“
子
々
孫
々
」
（
器
銘
は
「
子
孫
」
）

の

f子
」
部
頭
部
が
通
常
よ
り
や
や
大
き
く
、
他
の
特
殊
な
字
形
も
極
め
て
類

似

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
な
い
し
一
方
を
摸
撤
の
よ
う
な
形
で
書
写

さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

　
改
め
て
《
五
年
調
生
尊
》
を
見
て
み
た
い
．
。
《
五
年
凋
生
尊
》
は
二
器
あ
り
、

蓋

と
器
の
よ
う
な
関
係
で
は
な
い
が
、
報
告
に
よ
れ
ば
器
形
も
大
き
さ
も
同
　
、

文

様
は
僅
か
に
異
な
る
が
、
銘
も
伺
文
で
あ
る
か
ら
同
時
に
製
作
さ
れ
た
可
能

性
が
極
め

て

高
い
。
文
字
構
造
に
限
定
し
て
異
な
る
文
字
を
抜
粋
し
表
1
に
ま

と
め
た
c
》
書
き
ぶ
り
（
構
造
は
同
一
だ
が
、
書
き
方
や
曲
が
り
・
ソ
リ
と
い
っ
た

学
形
が
異

な
る
場
合
）
も
以
下
に
触
れ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
示
す
こ
と
に
し

た

い
b

　
1
1
器
の
比
較
か
ら
得
ら
れ
る
相
違
点
と
特
徴
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
．
、
（
以

下

《
五

年
覇
生
態
・
甲
》
を
《
甲
》
に
《
五
年
璃
生
尊
・
乙
》
を
《
乙
》
と
表
記
す

る
、
）

①
《
乙
》
は
文
字
構
造
が
峻
昧
（
誤
字
）
な
文
字
が
多
い
．
、

②
《
甲
》
・
《
乙
》
は
各
々
共
通
し
た
文
字
構
造
を
有
し
て
い
る
。

③
《
甲
》
・
《
乙
》
は
各
々
共
通
し
た
書
き
ぶ
り
を
有
し
て
い
る
。

　
最
も
明
白
な
の
は
①
で
あ
る
．
、
　
見
に
し
て
《
乙
》
側
に
文
字
構
造
が
明
白

で
な
い
も
の
が
多
い
．
。
単
に
文
字
を
理
解
し
て
い
な
い
か
の
如
き
状
態
で
あ
る
。

例
は
い
く
つ
も
あ
る
が
鋳
込
み
の
段
階
の
誤
り
を
排
除
す
る
た
め
に
簡
単
な
文

字
を
挙
げ
れ
ば
「
事
」
字
、
r
亡
」
字
、
r
弟
し
字
な
ど
あ
っ
て
《
乙
》
側
の
銘

は

単
独
で
現
れ
て
は
解
読
不
能
な
文
字
が
複
数
あ
る
。
そ
の
他
、
正
統
的
な
銘
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で
は

現
れ

な
い
反
転
文
字
の
「
汝
」
字
も
あ
る
が
、
後
半
の
「
汝
事
召
人
」
と

出
て
く
る
箇
所
で
は
反
転
し
て
お
ら
ず
、
異
形
で
あ
る
。
詳
細
を
挙
げ
れ
ば
際

限

な
い
が
、
同
時
制
作
か
つ
同
器
形
、
同
サ
イ
ズ
・
同
文
を
有
す
る
銘
を
考
慮

す
る
と
双
方
に
は
あ
ま
り
に
も
異
形
の
文
字
が
多
い
。

　
②
は
、
文
字
構
造
（
字
形
）
の
問
題
で
あ
る
。
同
l
文
字
な
い
し
同
l
構
造

を
有
す
る
文
字
に
つ
い
て
各
々
同
銘
文
で
共
通
し
た
構
造
を
有
し
て
い
て
’
例

を
挙
げ
る
と
「
之
」
字
、
「
世
」
字
の
差
異
が
あ
る
。
「
之
」
字
と
「
世
」
字
は

比
較

的
似
た
構
造
で
「
止
」
部
に
近
い
。
そ
の
中
央
部
の
縦
画
を
直
線
的
に
下

げ
て

い
く
の
が
く
＜
甲
〉
〉
、
右
に
曲
げ
て
い
く
形
を
取
る
の
が
く
＜
r
O
　
〉
〉
と
い
う
よ

う
に
、
《
甲
》
t
g
　
＜
＜
甲
》
の
、
＜
＜
N
）
　
〉
〉
t
g
　
＜
＜
乙
》
の
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
文
字
構

造
で
書
写
し
て
い
る
。
「
通
」
字
上
部
の
「
止
」
部
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

部
位
に
限
定
す
れ
ば
、
「
召
」
字
に
見
え
る
「
酉
」
部
は
「
8
」
と
「
る
」

の

文
字
構
造
が
そ

れ
ぞ
れ
守
ら
れ
て
お
り
、
「
試
」
字
、
「
得
」
字
、
「
寳
」
字

に
見
え
る
「
貝
」
部
は
「
蛉
」
と
「
貿
」
の
よ
う
に
こ
ち
ら
も
文
字
構
造
が

器
ご

と
に
守
ら
れ
て
い
る
。

　
③
書
き
ぶ
り
（
書
風
）
も
ま
た
器
ご
と
に
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
「
両
」
字

は
二
例
あ
る
が
両
肩
の
部
分
が
曲
線
的
な
《
甲
》
、
対
し
て
直
線
的
な
《
r
O
　
〉
〉

と
で
分
か
れ
、
「
其
」
字
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
上
部
が
窄
ま
る

く＜

甲
》
に
対
し
、
や
や
開
き
気
味
の
《
N
）
　
〉
〉
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　
他
全
体
を
眺
め
る
と
《
r
O
　
〉
〉
銘
に
は
「
参
」
字
、
「
乃
」
字
、
「
又
」
字
の
如

〈
足
元
を
や
や
長
く
、
僅
か
な
が
ら
揺
ら
す
よ
う
な
素
振
り
が
特
徴
で
、
章
法

と
し
て
も
全
体
と
し
て
文
字
の
縦
比
も
印
象
が
あ
る
。
《
N
］
　
〉
〉
銘
の
行
間
の
広

さ
は
こ
れ
に
起
因
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
三
点
を
鑑
み
る
と
両
器
は
、
比
較
的
正
統
的
な
書
写
者
《
甲
〉
〉
を
参

考
に
し
て
書
写
者
《
N
J
　
〉
〉
が
書
写
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
に
同
銘

を
書
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。
特
に
②
と
③
の
関
係
は
た
だ
模
倣
し
た
だ
け
で

は
現
れ
な
い
現
象
で
あ
り
、
《
乙
》
の
書
写
者
単
独
の
知
識
内
で
書
写
し
な
け

れ
ば

こ
こ
ま
で
の
構
造
上
の
違
い
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
裏
を
返
せ

ば
同
時
期
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
書
体
が
使
用
さ
れ
て
い
た
痕
跡
と
も
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
私
は
、
《
函
皇
父
篁
》
の
如
く
同
文
の
銘
は
一
方
の
正
統
的
な
銘
を

模

倣
、
も
し
く
は
臨
書
の
よ
う
な
形
で
も
う
一
方
の
銘
を
製
作
し
て
い
る
＊
5

と
考
え
て
き
た
。
そ
し
て
同
様
に
こ
れ
が
蓋
器
の
関
係
に
限
ら
ず
同
銘
の
器
に

も
当
て
は
ま
る
問
題
だ
と
安
易
に
想
像
し
て
い
た
が
、
器
そ
の
も
の
が
異
な
る

状
況
で
は

強
ち
そ
う
と
も
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
特
に
②

の
文
字
構
造
の
完
全
な
書
き
分
け
は
、
器
蓋
の
関
係
で
は
現
れ
な
い
現
象
で
異

形
文
字
の

器
蓋
に

現
れ

る
そ
れ
と
は
明
白
に
異
な
っ
て
い
る
。

　
i
H
書
法
上
特
殊
な
銘
文
《
六
年
調
生
箆
》

　
＜
＜
六
年
瑚
生
篁
》
の
銘
文
は
、
他
の
「
調
生
」
関
連
器
と
は
そ
の
趣
を
異
に

す
る
。
厳
密
に
触
れ
ず
と
も
図
1
～
図
4
の
各
銘
を
比
較
し
た
時
の
印
象
が
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＜＜

六
年
調
生
盤
》
の
み
異
な
る
こ
と
を
感
じ
取
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

を
”
書
写
水
準
”
で
の
観
点
に
絞
っ
て
左
記
三
点
を
挙
げ
る
。

①
特
殊
な
文
字
構
造

②
文
字
の
大
小

③
布
置
章
法

そ

の

要
因

　
①
は
他
の
器
に
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
文
字
構
造
で
あ
る
。
特
殊
な
文
字
構
造

を
多
く
有
す
る
器
で
は
例
え
ば
《
散
氏
盤
》
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
訴
訟
・
裁
判

の
記
録
で

あ
る
。
と
り
あ
え
ず
比
較
の
た
め
に
《
甲
》
と
共
通
し
、
か
つ
特
殊

な
文
字
構
造
を
持
つ
文
字
を
あ
げ
る
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
「
璃
」
字
は
縦

画
が
無
く
、
F
献
」
字
の
左
部
下
は
「
鼎
」
の
形
に
作
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
貝
」

に

作

る
。
「
考
」
字
は
通
常
上
部
が
四
本
必
要
な
と
こ
ろ
が
二
本
で
あ
り
、
ま

た

「
訊
」
字
に
至
っ
て
は
単
独
で
は
解
読
で
き
な
い
ほ
ど
構
造
が
曖
昧
で
あ
る
。

＜＜

甲
〉
〉
と
の
共
通
文
字
に
限
定
し
な
け
れ
ば
こ
れ
に
限
ら
な
い
。
「
有
」
字
、

F訊
」
字
、
「
典
」
字
な
ど
見
て
も
、
《
六
年
璃
生
篁
》
内
の
同
l
文
字
中
の
書

き
ぶ
り
の
相
違
、
異
形
が
多
く
、
書
き
ぶ
り
が
不
安
定
で
知
識
が
曖
昧
な
状
態

で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　
②
《
六
年
調
生
箆
》
で
は
文
字
の
大
小
が
、
同
時
期
の
も
の
と
し
て
は
強
く

現
れ
て

い

る
。
西
周
前
期
の
銘
文
は
、
疎
画
の
文
字
は
小
さ
く
、
ま
た
繁
画
の

文
字
は
大
き
く
と
い
っ
た
自
然
な
大
小
で
も
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

時
代
が
下
る
と
共
に
、
横
（
列
）
の
罫
線
の
発
生
や
銘
文
の
長
文
化
に
よ
っ
て

銘
文
を
読
み
や
す
く
す
る
意
識
の
中
で
徐
々
に
繁
画
の
文
字
を
整
理
し
な
が
ら

変
遷
を
辿
っ
て
い
る
。
《
調
生
三
器
〉
〉
は
西
周
晩
期
の
器
で
あ
る
か
ら
、
当
然

くく

五
年
調
生
篁
》
や
く
く
五
年
調
生
尊
》
の
如
き
文
字
の
大
小
を
比
較
的
統
1
し

た
書
き
ぶ
り
で
あ
る
必
要
が
あ
る
が
、
《
六
年
璃
生
盤
》
で
は
こ
の
文
字
の
大

小
が
顕
著
に
現
れ
る
。

　
表

3
は
同
一
文
字
を
等
倍
で
抜
粋
し
た
表
に
な
る
。
主
に
前
半
部
と
後
半
部

で
文
字
の
大
小
が
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
五
行
目
途
中
か
ら
顕
著
に
字
幅
が
広

く
な
り
、
こ
れ
に
起
因
し
て
③
布
置
章
法
に
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

表

3
の
よ
う
に
共
通
文
字
に
限
定
し
て
も
字
幅
差
は
明
白
で
あ
り
、
晩
期
の
特

徴
で

あ
る
列
の
意
識
は
僅
か
な
が
ら
維
持
す
る
が
、
銘
文
全
体
の
ま
と
ま
り
が

な
い
の
は
こ
の
為
で
、
縦
横
比
の
統
一
感
が
無
い
。

　
字
幅
の
不
統
1
は
同
時
に
行
間
へ
の
意
識
の
希
薄
さ
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
こ
れ
が
他
の
現
生
関
連
器
と
最
も
異
な
る
点
で
あ
り
、
行
間
へ
の

意
識

（行

域
）
は
書
写
水
準
の
差
と
し
て
顕
著
に
現
れ
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

＜＜

六
年
璃
生
纂
》
は
そ
の
水
準
が
他
の
銘
か
ら
劣
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

罫
線

と
の
関
係
か
ら
見
る
に
＊
6
実
は
西
周
早
期
か
ら
行
域
へ
の
意
識
は
旺
盛

で

あ
り
、
特
に
こ
の
時
期
の
高
水
準
の
銘
は
縦
横
比
、
特
に
横
幅
に
つ
い
て
は

あ
る
＝
疋
の
範
囲
内
に
厳
密
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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表
1国

囎

囲
・
囲

∨

圏圏團閻圏

幽薩魔圏隅

幽
騒
瞬
盤

圏
讐
囎

圏
翻

i　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

騨
　
踊
購

圏
禰
闘
幽

麟
騨
隔
霧

お

し

閣
騨

圖圏衝圏圏囲瞬園囲翻圏圏
闘麗置竪閣．壌醸幽圏囲麗圏

彗

乙

圏田翻

圏嗣園

圏
Y

圏
　

闇國田圏圏閨閣團國
囲囲翻薗畷麟圃圏嗣

F

乙

圏圏醐圏囲倒圏
麟閣圏圏騒薗圏

字

乙

表
2

乞年璃生真　ハノt形え箕

デ

茅
〕
　
　
　
　
　
　
『

目
躍
璽
醒
　
璽
扇
圏
翻
麟

　
　
　
我

・

　
　
　
　
　
ゆ

表
3　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彩

箇
囲
嚢
圏
」
璽
諜
麗

國

ぐ

醸
鶴
圏
園
圏
騒
墨

狙
《
璃
生
三
器
》
の
書
写
水
準
か
ら
み
る
製
作
意
図

霞薗

　
《
五
年
稠
生
盛
》
と
《
六
年
剥
生
基
》
は
紀
年
こ
そ
異
な
る
が
、
木
村
氏
に

よ
れ
ば
《
五
年
璃
生
鵠
》
の
「
唯
五
年
正
月
己
丑
」
は
分
室
の
件
が
持
ち
上
が

っ

た
時
、
《
六
年
璃
生
箆
》
の
「
唯
六
年
廼
月
甲
子
」
は
調
生
が
《
五
年
調
生

盤
》
と
《
六
年
瑚
生
盤
》
を
製
作
さ
せ
た
目
と
す
る
。
つ
ま
り
紀
年
は
製
作
年

で

は
な
く
、
事
象
が
あ
っ
た
時
期
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
《
五

年
璃
生
尊
》
で
一
発
端
か
ら
終
結
」
ま
で
の
す
べ
て
が
幾
か
れ
て
い
る
こ
と
を

根
拠
に
し
て
い
る
．
、
つ
ま
り
尊
二
器
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
後
《
五
年
璃
生
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v
a
　
〉
〉
と
《
六
年
璃
生
篁
》
を
六
年
に
同
時
に
制
作
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

一
方
で
、
林
「
璃
生
尊
與
璃
生
篁
的
聯
讃
」
＊
7
の
指
摘
も
捉
え
方
と
し
て
自

然
で
あ
る
。

　
　
其
實
五
年
墓
銘
從
五
年
正
月
「
現
生
有
事
、
召
來
合
事
」
説
起
、
是
追
述

　
　
訟
事
登
生
的
時
間
。
尊
銘
明
確
記
載
是
在
五
年
九
月
婦
氏
轄
達
了
君
氏
封

　
　
訟
事
解
決
方
案
的
意
見
、
因
爲
解
決
訟
事
起
關
鍵
作
用
、
所
以
特
鋳
言
竺

　
　
封
尊
以
志
紀
念
。
尊
銘
的
前
半
和
五
年
墓
銘
所
記
的
乃
是
同
一
件
事
、
只

　
　
是
詳
略
各
有
不
同
而
已
。

　
　

（実
際
、
五
年
篁
銘
は
五
年
正
月
「
現
生
に
事
有
り
。
來
た
り
て
事
を
合
す
。
」

　
　
か

ら
話
が
始
ま
り
’
訴
訟
が
起
き
た
時
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
尊
銘
で
は
五

　
　
年
九
月
に
関
す
る
意
見
を
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
訴
訟
解
決
が
鍵
と
な
る

　
　
の

で
、
記
録
を
紀
念
し
て
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
尊
を
鋳
造
し
た
。
尊
銘
の
前
半
と
五

　
　
年
箆
銘
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
同
じ
で
あ
り
、
詳
細
が
異
な
る
だ
け
で
あ

　
　
る
。
）

つ
ま
り
《
五
年
現
生
箆
》
で
「
公
、
其
の
参
を
取
ら
ば
、
汝
は
則
ち
其
の
式
を

取
れ
。
公
、
其
の
試
を
取
ら
ば
、
汝
は
則
ち
其
の
一
を
取
れ
」
と
複
数
の
提
案

が
あ
る
の
に
対
し
、
＜
＜
五
年
璃
生
尊
》
で
は
「
余
取
其
参
、
取
其
式
。
（
余
、
其

の
参
を
取
ら
ば
、
其
の
式
を
取
れ
。
）
」
と
あ
っ
て
、
君
氏
・
召
伯
虎
側
が
三
、
調

生
が
二

と
い
う
具
体
的
な
結
果
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
記
録
す
る

た
め
に
青
銅
器
を
製
作
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
《
五
年
璃
生
尊
》
が
く
く
五
年
調
生
篁
》
と
《
六
年
璃
生
篁
》
を
包

括
す
る
内
容
と
す
る
の
は
「
有
司
皆
賜
南
壁
（
有
司
に
皆
爾
壁
を
賜
う
）
」
の
語

が
見

え
る
か
ら
で
あ
る
。
有
司
へ
雨
壁
を
与
え
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
訴
訟
問
題

の
終
結

を
示
し
て
い
る
。
《
六
年
調
生
盤
》
に
は
、
ほ
ぼ
同
義
と
す
る
「
伯
氏

則
報
壁
（
伯
氏
則
ち
壁
を
報
ず
）
」
の
一
節
が
あ
っ
て
《
五
年
凋
生
尊
》
が
「
発

端
か
ら
終
結
」
ま
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
左
証
と
す
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
製
作
順
を
三
通
り
得
ら
れ
る
。

①
＜
＜
五
年
璃
生
尊
・
甲
乙
》
↓
《
五
年
調
生
箆
》
＆
《
六
年
璃
生
箆
》

②
＜
＜
五
年
璃
生
墓
》
↓
《
五
年
凋
生
尊
・
甲
r
d
　
〉
〉
　
．
　
＜
＜
六
年
調
生
盤
》

③
＜
＜
五
年
調
生
箆
》
↓
《
五
年
璃
生
尊
・
甲
乙
》
＆
《
六
年
調
生
篁
》

　
《
璃
生
三
器
》
の
紀
年
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
大
き
な
時
期
の
差
こ
そ
無
い

が
、
前
述
の
よ
う
に
ほ
ぼ
同
時
期
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
《
六
年
調
生
篁
》
と
他
の

111ne
　
＜
＜
尊
二
器
、
五
年
箆
一
器
）
に
は
書
法
上
の
相
違
点
が
あ
る
。
例
え
ば

くく

衛
鼎
》
や
　
＜
＜
p
a
鼎
》
の
よ
う
に
複
数
の
器
で
、
か
つ
複
数
年
に
亘
っ
て
紀
年

を
有
す
る
と
き
（
「
某
年
某
（
作
器
者
）
鼎
」
と
紀
年
が
異
な
っ
て
も
作
器
者
が

同
l
人
物
の
場
合
）
あ
る
一
定
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
く
大
き
な
書
写

水
準
の
差
は
出
ず
、
ま
た
書
法
上
の
特
徴
も
類
似
す
る
も
の
が
多
い
。

　
で
は

何
故
こ
の
様
な
大
き
な
書
法
上
の
差
が
生
ま
れ
た
の
か
。
改
め
て
銘
文
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内
容
を
見
て
お
き
た
い
。

示
す
。

こ
こ
で
は
銘
文
の
理
解
の
た
め
に
木
村
氏
の
訓
読
を

朕
が
宗
君
の
其
の
休
に
奉
揚
し
、
用
て
朕
が
烈
祖
召
公
の
嘗
を
作
る
。

萬
年
、
子
子
孫
孫
ま
で
永
く
實
と
し
、
用
て
宗
に
享
せ
よ
。

其
れ

＜＜

五
年
璃
生
基
》

唯
れ
五
年
正
月
己
丑
。
調
生
に
事
有
り
。
來
た
り
て
事
を
合
す
。
余
獄
ず
。
婦

氏
、
壼
を
り
、
告
げ
て
曰
は
く
、
r
君
氏
の
命
を
て
す
」
、
曰
は
く
「
余
、
老

す
　
。
公
の
附
の
徒
田
は
諌
（
謡
）
多
し
。
伯
氏
の
從
許
す
る
を
式
て
、
公
、

其
の
参
を
宕
ら
ば
、
汝
は
則
ち
其
の
武
を
宕
れ
。
公
、
其
の
試
を
宕
ら
ば
、
汝

は
則
ち
其
の
一
を
宕
れ
」
と
。
余
、
君
氏
に
大
璋
を
恵
し
、
婦
氏
に
吊
束
・
衡

を
報
ず
。
召
伯
虎
曰
は
く
、
F
余
、
既
に
訊
け
り
。
朕
が
考
我
が
母
の
命
を
厭

か

し
め
む
。
余
、
敢
て
齪
さ
ず
。
余
、
或
た
我
が
考
我
が
母
の
命
を
致
さ
む
」

と
。
調
生
則
ち
圭
を
親
す
。

＜＜

六
年
調
生
篁
》

唯
れ
六
年
四
月
甲
子
、
王
、
に
在
り
。
召
伯
虎
告
げ
て
曰
は
く
、
F
余
、
慶
び

を
告
ぐ
」
と
。
曰
は
く
、
r
公
の
稟
ひ
し
貝
は
獄
諌
に
用
ゐ
た
な
り
。
爲
せ
し

は
伯
な
り
。
定
有
り
、
成
有
り
。
亦
た
我
が
考
幽
伯
・
幽
姜
の
命
な
り
。
余
、

慶
び
を
告
ぐ
。
余
、
邑
を
て
有
司
に
訊
く
、
『
余
は
典
す
る
の
み
、
敢
へ
て
封

ず
る
勿
か
れ
』
と
。
今
既
に
訊
く
。
有
司
曰
は
く
、
『
命
を
厭
か
し
め
た
り
。

今
余
、
既
に
l
v
典
に
銘
ず
。
獣
ず
』
と
。
伯
氏
則
ち
壁
を
報
ず
」
と
。
現
生
、

　

は
じ
め
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
確
か
に
連
続
し
て
い
る
。
前
半

部
で
あ
る
《
五
年
璃
生
箆
》
に
「
其
れ
萬
年
、
子
子
孫
孫
ま
で
永
く
賓
と
し
」

と
い
っ
た
常
套
句
が
無
い
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
中
途
半
端
な
感
が
あ
り
、
連
続

し
た
内
容
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
　
＜
＜
五
年
調
生
篁
》
に
は
裁
判

結
果

が
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
肝
心
な
結
果
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
公
、
其

の
参
を
宕
ら
ば
、
汝
は
則
ち
其
の
試
を
宕
れ
。
公
、
其
の
式
を
宕
ら
ば
、
汝
は

則
ち
其
の
一
を
宕
れ
」
は
、
そ
の
内
容
か
ら
選
択
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

調
生
が
三
分
の

二
を
取
る
こ
と
ま
で
は
読
み
取
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
訴
訟
内
容

の

記
録
的
意
識
が
強

い
内
容
で
、
銘
文
上
「
其
れ
萬
年
…
…
」
と
結
ば
な
か
っ

た
の
は
こ
れ
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
思
う
。

　
一
方
後
半
部
の
《
六
年
凋
生
箆
》
に
は
具
体
的
な
決
定
の
詳
細
は
全
く
触
れ

ら
れ
ず
、
《
五
年
璃
生
尊
》
で
「
余
、
其
の
参
を
宕
ら
ば
、
其
の
式
を
宕
れ
。
」

と
、
そ
の
結
果
が
明
白
に
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
内
容
的
に
見
れ
ば
、
《
五

年
調
生
箆
（
w
o
年
正
月
）
　
〉
〉
、
＜
＜
五
年
調
生
尊
（
五
年
九
月
）
》
、
＜
＜
六
年
調
生
葺
（
六

年
四
月
）
〉
〉
　
g
紀
年
通
り
の
製
作
と
考
え
て
も
よ
い
。

　
さ
ら
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
な
ら
ば
、
《
五
年
珊
生
箆
（
五
年
正
月
）
》
は

F事
」
の
記
録
と
し
て
製
作
し
、
＜
＜
五
年
瑚
生
尊
（
五
年
九
月
）
》
は
そ
の
結
果
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で
あ
る
か
ら
、
今
で
言
う
判
決
後
の
一
種
の
契
約
書
の
意
味
で
製
作
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
あ
ま
り
内
容
と
し
て
必
要
と
し
な
い
「
其
の
兄
は
公
、
其

の

弟
は
乃
ち
余
。
」
と
態
々
そ
の
対
象
を
記
し
た
の
は
こ
の
為
で
は
な
い
か
。

加
え
て
《
五
年
調
生
尊
》
に
は
作
器
の
理
由
に
「
調
生
、
朕
が
宗
君
の
休
に
封

揚

し
…
」
と
常
套
句
あ
り
、
普
通
そ
れ
が
文
末
の
締
め
く
v
り
と
な
る
に
も
関

わ

ら
ず
、
こ
の
銘
文
の
文
末
で
は
「
明
ら
か
に
亟
せ
」
と
あ
っ
て
、
璃
生
が
決

め
事
を
乱
し
た
際
の
罰
を
明
記
す
る
の
で
あ
る
。

　
で
tg

　
＜
＜
六
年
凋
生
基
》
は
と
い
う
と
、
明
ら
か
に
《
五
年
調
生
箆
》
、
＜
＜
五
年

璃
生
尊
》
と
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
第
一
に
、
早
く
か
ら
多
く
の
先
行
研
究

で

指
摘
＊
8
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
《
六
年
璃
生
篁
》
で
は
召
伯
虎
が
敢
え
て
君

氏

と
婦
氏
を
「
我
が
考
幽
伯
・
幽
姜
の
命
な
り
。
」
と
し
、
物
故
し
た
名
に
変

え
て
呼
ん
で
い
る
。
銘
文
内
容
を
素
直
に
捉
え
れ
ば
《
五
年
現
生
箆
》
、
＜
＜
五
年

調
生
尊
》
か
ら
時
間
の
経
過
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
具
体
的
な

訴
訟
の
結
果
が
全
く
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
第
三
に
一
般
的
な
銘
文
の
如

く
文
末
に
「
子
々
孫
々
…
…
」
の
句
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
第
四
に
書
写

水
準
が
前
者
二
器
と
全
く
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
書
法
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
璃
生
関
連
器
、
特
に
《
調
生
1
1
1
c
e
〉
〉
　
S

う
ち
《
六
年
調
生
箆
》
の
み
異
質
で
あ
り
書
法
的
関
連
が
得
ら
れ
な
い
。
《
五

年
調
生
篁
》
、
＜
＜
六
年
調
生
篁
》
は
連
続
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
そ
も
そ
も
青

銅

器
と
し
て
の
役
割
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
前
述
の
と
お
り
《
五

年
調
生

篁
》
は
訴
訟
の
開
始
の
記
録
、
《
五
年
璃
生
尊
》
は
訴
訟
の
契
約
（
結

果
）
、
＜
＜
⊥
ハ
年
調
生
篁
》
は
璃
生
が
こ
の
一
連
の
や
り
取
り
に
感
謝
を
込
め
、
そ

れ

を
記
念
し
て
「
璃
生
」
が
極
め
て
個
人
的
に
依
頼
し
て
作
っ
た
器
と
い
っ
た

具
合
に
で
あ
る
。
《
調
生
三
器
》
は
い
ず
れ
も
王
朝
側
と
の
直
接
的
関
連
は
見

出
せ
な
い
が
、
銘
文
内
容
に
対
し
て
書
写
水
準
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
拙

論

「
西

周
金
文
に
お
け
る
書
写
水
準
の
一
側
面
」
＊
9
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
《
調
生
三
器
》
中
、
書
写
水
準
の
劣
る
《
六
年
調
生
盤
》
は
こ
れ
ら
他
の
一

群

と
書
写
上
並
列
に
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
銘
文
内
容
と
し
て
は
限
り
な
く
関

連
性
が
強

い

が
、
同
時
に
か
つ
同
過
程
で
製
作
さ
れ
た
器
と
言
え
る
も
の
で
は

な
い
。

＊
1
　
林
漂
「
瑚
生
新
稗
」
（
『
古
文
字
研
究
』
第
三
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
）

＊
2
　
木
村
秀
海
「
瑚
生
三
器
鐸
請
」
（
『
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化

　
　
研
究
所
漢
字
学
研
究
第
一
号
』
、
二
〇
1
　
1
1
1
）

＊
3
　
君
氏
と
宮
中
は
兄
弟
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

＊
4
　
『
書
道
学
論
集
7
』
大
東
文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
誌
、
二

　
　
o
o
七

＊
5
　
『
書
道
学
論
集
8
』
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
誌
、
二
〇

　

o
八
）
器
蓋
の
関
係
に
限
定
し
て
述
べ
た
拙
論
「
器
蓋
両
銘
を
有
す
る
西
周

　

青
銅
器

に
つ
い
て
」
参
照
。
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＊
6
　
前
掲
『
書
道
学
論
集
7
』

＊
7
　
『
古
字
研
究
』
第
二
十
七
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年

e
e
　
o
o
　
李
学
勤
「
調
生
諸
器
銘
文
聯
読
研
究
」
（
『
文
物
』
1
1
0
0
七
・
八
）
を
は

　
　
じ
め
、
王
占
奎
《
瑚
生
三
器
銘
文
考
鐸
》
《
考
古
與
文
物
》
二
〇
〇
七
・
五
）

　
　
等
、
多
く
の
論
考
が
あ
る
。

＊
9
　
『
『
大
東
文
化
大
学
創
立
9
0
周
年
・
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
6
0
周
年

　
　
記
念
共
同
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
（
大
東
文
化
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
　
二
〇
＝
二
）
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